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―
更
生
保
護
功
労
者
表
彰
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受
賞
さ
れ
ま
し
た
―

　

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
少
年
な
ど
の
立
直
り
を
支

援
す
る
更
生
保
護
に
尽
力
し
た
功
労
者
が
表
彰
さ
れ
、

取
手
地
区
保
護
司
会
（
利
根
支
部
）
の
保
護
司　

會

田
瑞
穂
さ
ん
と
大
竹
正
人
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
取
手
地
区
更
生
保
護
女
性
会
（
利
根
支
部
）

か
ら
は
、
鈴
木
智
恵
子
さ
ん
と
大
越
裕
美
さ
ん
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
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大
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裕
美
さ
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昨
年
11
月
24
日
㈭
～
28
日
㈪
、徳
満
寺
に
お
い
て「
第
13
回
布
川
一
茶
俳
句
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
展
示
の
み
の
開
催
で
し
た

が
、
小
中
学
生
の
参
加
も
得
て
久
し
ぶ
り
に
表
彰
式
も
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
は
、
布
川
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
も
、
か
わ
い
い
俳
句
を
詠
ん
で
く

れ
大
変
好
評
で
し
た
。

布
川
保
育
園
さ
く
ら
組
（
年
長
）
運
動
会
の
様
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を
詠
み
ま
し
た

・
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ゆ
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な
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ち
あ
が
あ
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ぴ
ん
く
の
す
か
あ
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か
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め
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う
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ど
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こ
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と

・
が
ん
ば
っ
た
よ
た
い
こ
の
り
ず
む
ど
ど
ど
ど
ど　
　
だ
い
や

・
く
み
た
い
そ
う
ち
か
ら
い
っ
ぱ
い
つ
く
ば
さ
ん　
　
き
い

・
そ
く
て
ん
が
じ
ょ
う
ず
に
で
き
た
う
ん
ど
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が
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っ
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わ
れ
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み
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・
か
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っ
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ゅ
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し
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よ
ま
け
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ま
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・
母
の
日
は
少
し
控
え
目
反
抗
期　
　

教
育
長
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・
宿
題
の
じ
ゃ
ま
を
し
て
い
る
虫
の
声　

徳
満
寺
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・
日
は
暮
れ
て
か
す
か
に
光
る
芒
か
な　
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迎
え
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足
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世
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・
山
風
に
ま
さ
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風
あ
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青
田
よ
り　

・
郵
便
夫
風
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ご
と
萩
こ
ぼ
し
ゆ
く

・
花
野
行
く
杖
と
携
帯
電
話
持
ち

・
句
を
詠
み
て
戻
れ
ぬ
過
去
へ
秋
深
し

・
老
ゆ
る
ほ
ど
優
し
さ
沁
む
や
秋
の
暮

・
朝
霧
や
墨
絵
の
如
き
我
家
な
る

・
山
あ
い
の
蛍
呼
び
出
す
星
の
出
づ

・
よ
み
の
国
迷
ひ
は
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ぬ
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帰
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町
で
は
、
中
学
２
年
生
や
一
般
町
民
の
方
、
ま
た

各
団
体
な
ど
を
対
象
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
、
受
講
者
は
累
計
２
６
０
０
名
を
超
え

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
影
響
で
、
参
集
に

よ
る
講
座
が
延
期
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
10
月

に
利
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
の
ご
協
力
の
も
と
開

催
し
、
受
講
者
は
30
名
で
し
た
。

　
講
座
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
の
普

及
と
寸
劇
な
ど
を
交
え
て
、
地
域
で
何
が
で
き
る
か

を
我
が
事
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全
員
が「
認
知
症

と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
」、「
概
ね
理
解

で
き
た
」
と
回
答
し
、
ま
た「
さ
ら
に
知
識
を
深
め

た
い
」
と
回
答
し
た
方
が
９
割
弱
お
り
ま
し
た
。

　

１
月
７
日
㈯
、

利
根
町
消
防
出
初

式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
部
は
、
観

閲
入
場
後
中
隊
長

の
指
揮
の
下
、
機

械
器
具
の
点
検
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

団
員
の
素
早
い
動

き
で
点
検
を
行
い
、

万
が
一
の
時
で
も

迅
速
に
行
動
で
き

る
よ
う
徹
底
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
て
式
典
が
行

わ
れ
、
茨
城
県
知
事
表
彰
な
ど
、
長
年
活
動
を
続
け

た
消
防
団
員
、
消
防
功
労
者
な
ど
に
対
し
、
感
謝
状

や
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
３
部
は
、
役
場
駐
車
場
に
て
龍
ケ
崎
鳶
職
組
合

若
鳶
会
に
よ
る
梯
子
乗
り
な
ど
の
披
露
が
あ
り
、
華

麗
な
演
技
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
、
大
き
な
歓
声
と
拍

手
が
贈
ら
れ
る
な
ど
大
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
根
町
消
防
団
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
、
生
業
を
も
ち
な
が
ら
も
、
昼
夜
を

問
わ
ず
献
身
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
消

防
団
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

利根町消防出初式を開催利根町消防出初式を開催
～ 1 年の安全を願って～

第 2 部　式典第 2 部　式典

第 1 部　機械器具点検第 1 部　機械器具点検

第 3 部　木遣り・纏振り第 3 部　木遣り・纏振り第 3 部　梯子乗り
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